
 

計量制度検討小委員会第３ＷＧ開催スケジュール 

 

第１回〔平成１７年９月 １日（木）１３：３０～１５：３０〕 

議題：（１）第３ＷＧの審議の進め方について 

（２）新しい計量行政の方向について 

（３）第３ＷＧにおける検討の進め方等について 

 

第２回〔平成１７年９月２８日（水）１３：３０～１５：３０〕 

議題：関係者ヒアリング（敬称略） 

畠山 重明  日本電気計器検定所標準部長 

・ 現状における JEMIC の校正業務の実施概要と社会的要請 

・ JEMIC から見た今後の標準供給、国際整合性及び国内トレーサビ

ィ体制のあり方 

松本 保輔  財団法人化学物質評価研究機構東京事業所化学標準部長

・ 現状における指定校正機関の校正業務の実施概要と社会的要請 

・ 指定校正機関から見た今後の標準供給、国際整合性及び国内トレ

ビリティ体制のあり方 

三浦 正寛  社団法人日本試薬協会規格委員会委員 

・ 試薬メーカーの計量法トレーサビリティ制度に係る現状の取組み

後に期待すること 

齋藤  壽  社団法人日本分析機器工業会環境技術委員会委員長 

・ 分析機器メーカーから見た精度管理の重要性と今後の標準供給、

整合性及び国内トレーサビリティ体制に期待すること 

 

第３回〔平成１７年１０月 ６日（木）１５：００～１７：００〕 

議題：関係者ヒアリング（敬称略） 

瀬田 勝男  独立行政法人製品評価技術基盤機構認定センター所長 

・ 現状における認定機関業務の実施概要と社会的要請 

・ 認定機関から見た今後の標準供給、国際整合性及び国内トレーサ

ティ体制のあり方について 

杉山  喬  財団法人日本品質保証機構理事 

山領 泰行  社団法人日本計量振興協会認定事業者部会幹事 

・ 現状における認定（登録）事業者の校正業務の実施概要と社会的

・ 認定（登録）事業者から見た今後の標準供給、国際整合性及び国

レーサビリティ体制のあり方について 
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第４回〔平成１７年１０月２６日（水）１３：３０～１６：００〕 

議題：関係者ヒアリング（敬称略） 

柴田 康行  独立行政法人国立環境研究所化学環境研究領域長 

藤橋 和夫  日本臨床検査標準協議会事務局長 

松田 りえ子 国立医薬品食品衛生研究所食品部第四室長 

安井 明美  独立行政法人食品総合研究所分析科学部長 

・ 研究機関等から見た今後の新規分野に係る標準供給、国際整合性及び

国内トレーサビリティ体制のあり方について 

 

第５回〔平成１７年１１月２日（水）１３：３０～１６：００〕 

議題：関係者ヒアリング（敬称略） 標準ユーザー関係者 

望月 知弘  日産自動車株式会社計測技術部計量計測グループ主担 

木村 一夫  ㈱三菱化学ビーシーエル品質保証部副参事 

畑澤  智  横浜市水道局浄水部水質課部次長兼水質課長  

矢口 久美子 東京都健康安全研究センター水質研究科長 

・ 標準ユーザーから見た今後の標準供給、国際整合性及び国内トレーサ

ビリティ体制に期待すること 

 

第６回〔平成１７年１１月１５日（火）１３：３０～１６：００〕 

議題：関係者ヒアリング（敬称略） 環境計量証明事業関係者 

田畑 日出男 (社)日本環境測定分析協会顧問（名誉会長） 

佐々木 裕子 東京都環境科学研究所分析研究部長 

高橋  稔  ㈱住化分析センター事業企画室技術担当部長 

鳥井 重雄  神奈川県環境農政部環境農政課主幹 

・ 環境計量証明事業（MLAP を含む）に関する現状（実施概要）と社会的

要請、環境計量証明事業の今後のあり方、期待すること 

 

第７回〔平成１７年１２月２日（金）１３：３０～１５：３０〕 

議題：（１）計量標準トレーサビリティ制度、環境計量証明事業者制度等の今後の

あり方に関する基本的方向について（第１次案のとりまとめ） 

（２）海外主要国における計量標準の開発・供給体制等の整備状況について

（中間報告） 

 


